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北病棟チームカンファレンス記録

平成１８年　８月　３日（木）
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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞
・日精看支部より～支部交流会（ボーリング大会）と宮城支部からの研修案内が届いています。詳しい内容は掲示を確認してください。又、宮城県支部研修の申し込み締め切りは、8/25（金）になっています。参加希望の方は、佐藤A.O.M.へ申し出てください。
・8月10日より、アルコール依存症勉強会を行います。日時・場所は、企画書を参照してください。参加確認表を、2階庶務掲示板へ掲示しますので,対象スタッフは参加有無を記載してください。また、対象スタッフ以外でも、参加希望するスタッフは、希望者欄へ氏名を記載してください。
対象スタッフ

・松橋　直子・北城　与利子・山田　司・川守田　弘子・下帯　美鈴・東　志保
・佐々木　美香・外城　祐子・岩藤　良子・沢田　静子・紫波　真由美
＜患者様連絡事項＞

· 井上　和美様～お兄様が亡くなったとの事で家族より外泊希望あり、8/2　18：30

　～8/5　18：00まで外泊となっています。症状の変化も考えられる為、帰院時は本人・ご家族より外泊状況、疲労感等についての確認を行い帰院後の睡眠・服薬状況を含めた病棟日課への支障や「顎が薬のせいで固まった。」等の異常体験に左右された発言の有無についての観察・確認を行い、疲労感等による自身の症状の変化について認識出来るよう関わっていきましょう。

・小坂　君子様～顔面に湿疹みられ皮膚科診察を勧めるが、「入院する前に他の皮膚科を受診した時、先生にそんな少しぐらいの事で病院に来るなと怒られた」と話し、皮膚科診察を拒んでいます。湿疹の状況について観察・確認の上、主治医報告して下さい。又、本人が抱えている認知の障害について認識出来るよう関わっていきましょう。

・浅野　秀子様～右腰部の掻痒感訴えあり、皮膚科診察にて急性湿疹との事で、デルモゾールＧ軟膏が明日から処方となっています。経過観察してください。

・吉田　富秋様～疎遠家族という事で、本人に連絡をとるよう促した所、「兄は自分が電話するとすぐ怒って話にならないからスタッフの方から電話をしてもらいたい」とあり、ご家族にお盆外泊についてスタッフ介入しています。兄嫁様が対応し、兄様と相談し、面会や外出泊について2､3日後連絡するとの事です。連絡が入った際には対応をお願いします。

＜患者様ケース検討＞

・元沢　政治様～洗濯をしていないものを衣装ケース内に入れている事あり又、更衣や洗濯等保清面についての認識に乏しく介入を要すると考えられる為、

　　　　　　　　♯２保清の自己管理能力が低い

　　　　　　　　Ｐ－①着替えの確認（入浴時）

　　　　　　　　　　②着替えの声がけ（入浴時、他適宜）

　　　　　　　　　　③２週間に１回衣装ケース等を確認し、汚れ物は洗濯するよう声がけ

　　　　　　　　以上のプランを追加しています。現在の本人の状態から、私物管理を含めた生活能力の改善は困難と思われますが、保清を含めた私物管理へ意識を向けるよう関わっていきましょう。又、更衣・洗濯等に取り組んでいた際には評価していきましょう。

＜ＳＳＴセッション評価＞

・Ａグループ

　短期目標の自己評価とロールプレイを行っています。ウォーミングアップでは患者様の希望により一筆書きを行っています。ロールプレイでは自己評価の高かった患者様に本人の短期目標のロールプレイを行ってもらっています。又、「朝起きて、ホールで挨拶をする」という設定で普段できているという患者様に行ってもらい、他患者様より感想を聞いています。

・Ｂグループ

　短期目標の自己評価行っています。全体的に評価が低く、足りなかった部分についての振り返りを行っています。ウォーミングアップでは患者様の希望により、しりとりを行っています。

・Ｃグループ

　短期目標の自己評価行っています。全体的に評価が低く、振り返りにて「努力したい」「忘れないようにしたい」と前向きな患者様と「分かりません」「気が向かなかった」と消極的な発言が聞かれています。

・Ｄグループ

短期目標の自己評価とロールプレイ行っています。ウォーミングアップでは患者様の希望より、リズム打ちを行っています。自己評価では全体的に評価が低いがグループ内で振り返り、出来ていると評価している。振り返り、できていない事についてロールプレイを行っています。

検討事項

· 短期目標を設定する際、本人が出来ていると評価するが目標を変えない、（院内の生活で）何も困る事が無いから目標を決める事が難しい等の場合どのように設定・介入したらいいのか？

　意見として

· 目標に変化が無いときは達成できていない理由（何故その目標を設定したのか？）を聞いてみる。更に他己評価を確認しながら短期目標を決定してもいいのでは？

· 何も困る事が無く、目標の設定が難しい時には、自分には何が足りないのかを考えてもらうため、敢えて「短期目標を考える」という短期目標ではどうか？

· 何も困る事が無いというのは院内で生活している為であって、患者様の中では能力が高いと評価していても、一般の社会に出た際、困る事は多いはず。現実検討能力の低下（乏しさ）を認識する為のアプローチも必要なのでは？

＜防災について＞

・火災時緊急基本行動を確認しています。

1. 出火場所の確認（火災受信機）

2. 出火現場の確認（火災受信機表示現場へ）

3. 消防機関への通報（内線　６９９）

4. 初期消火

5. 隔離室の開放

6. 非常口の開錠

7. 内部への情報伝達

8. 区画形成

9. 避難誘導

１０.残留者なしの確認

１１.人員確認

　※防災マニュアルが古く、新しいものを確認し再度カンファレンス内で防災についての勉強会を行います。又、非常ベルがなった際に、自動的に開錠されるドアについても確認し、連絡します。


































